日時：平成20年8月4日（月）19:15-21:15
場所：みえ市民活動ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ 交流ｽﾍﾟｰｽ6･7･8
平成20年度　第２回 みえ若者就労支援ネットワーク会議　議事要録

【　出　席　者　】（２５名）
市民ネットワークすずかのぶどう　　　佐藤
グローバルブレイン　　　　　　　　　佐々木

人財ポケットよっかいち　　　　　　　隈元

三重県社会福祉協議会　　　　　　　　北出
いせコンビニネット　　　　　　　　　浦田
伊賀市社会福祉協議会　　　　　　　　一見
三重大学人文学部　　　　　　　　　　石阪
三重県若者自立支援センター　　　　　宇佐美、紙谷、嶋田、内藤

三重県生活部男女共同参画・ＮＰＯ室　堀木
おしごと広場みえ　　　　　　　　　　石崎、平岩
三重県こころの健康センター　　　　　江場
三重県自閉症・発達障害支援センター　正木

若者就業サポートステーション・みえ　浅井、金田、中川
ＮＰＯ寺子屋プロジェクト　　　　　　井上、大塚、白尾、戸上、馬場、福島

【　配　布　資　料　】
（資料１）第２回 みえ若者就労支援ネットワーク会議 事項書
（資料２）発表内容シート（市民ネットワークすずかのぶどう）
（資料３）発表内容シート（三重県自閉症・発達障害支援センター）
（資料４）第１回会議議事録案
（資料５）「みえ若者自立支援フォーラム」ちらし
（資料６）「みえ若者自立支援フォーラム」ポスター
（資料７）地域若者サポートステーション事例集 2007年度
１．自己紹介
　○出席者各自が自己紹介。
２．みえ若者自立支援フォーラムについて（三重若者自立支援センターより説明）
　○昨年度は、「若者就労支援キックオフイベント」という名称で実施したが、キックオフという言葉は外して、「みえ若者自立支援フォーラム」として実施。

　○内容は、講演（講師：同志社大学経済学部 橘木教授）とパネルディスカッションで構成。

　○支援関係者の出席を期待して、平日午後（8/25(月)13:20～16:15）に開催。

　○会場は、アスト津４階アストホール。

　○対象者は、当事者、保護者、支援関係者、若者自立支援に関心のある方。

　○チラシ（資料５）配布やポスター（資料６）掲示による周知を依頼。

３．団体発表とそれに基づく議論
（１）「市民ネットワークすずかのぶどう」団体発表
　○佐藤さんより、資料２に基づいて説明。
（２）「三重県自閉症・発達障害支援センター」団体発表
　○正木さんより、資料３に基づいて説明。
（３）発表者ごとに議論
①市民ネットワークすずかのぶどう 佐藤さんを囲んで

<パソコンの講習について>

・料金は、３時間1,500円（500円/時間）としている。ただし、人件費は度外視している。

・県内であれば、どこでも出張教室が可能であり、どこでも同じ低価格で対応している。ただし、人数は３人以上とし、ガソリン代は別途請求させていただく。

・内容は「ワード・エクセル・アクセス・パワーポイント」といった基本的なものである。

・パソコンは、持ち込み自由としているほか、受講者への貸し出し、受講者宅への持ち出しも可能としている。バージョンは、Windows ＸＰやWindows 2003の後期がメインではあるものの、ビスタも対応できる。
<白子駅前商店街の活性化との協働について>

・再開発の展望がつかめず、遊休店舗もいつ取り壊しになるかわからない状態である。

・商店街の方々も高齢化が進み、老老介護の状態にある。働き手が流出し、営業店舗が少なくなっている。このため、当事者を受け入れ、スキルをつけられるような店舗がない。

・有償ボランティアを受け入れてくれるような仕事の依頼がないと難しい一方で、無償になると働き手側のニーズがない。

・連携団体としては、キャリアカウンセリングや交流分析（300円）を行っている内閣府認定団体「友の手（ゆうのて）」や「特別支援教育学習サポートセンター」がある。

<チャレンジショップについて>

・２週間で１万円の使用料となっている。

・当初は、商店街への出店が目標であったのに、チャレンジショップを出すこと自体が目的化し、主旨が変わってきた

<民設民営の理由について>

・建物やスタッフ、財源をすべて民間で賄っている。

・財源としては、パソコン教室のほかに、パソコン教室の利用者に1杯100円でコーヒーを提供している。なお、それに併せて、フェアトレードや授産施設の説明も行っている。

・パソコン教室を受講しただけでは、現状、スキルとしての評価はできない。

②三重県自閉症・発達障害支援センター 正木さんを囲んで

<発達障害者（児）の職業訓練先について>

・発達障害者（児）に対する相談所はたくさんあるのだが、実際に社会への適応を支援してくれるところ（職業訓練の受け入れや、実際に就労場所となるところ）は少ない。

・いくら就労のための研修や訓練をしても、環境が変わると身につけたことも活かせないことが多い。

・実際の就労する場所で、研修や訓練を実施することが必要である。
<受け入れ企業の実情について>

・研修や訓練から就労までを受け入れてくれる企業はほとんどない。（だから、自分達で立ち上げた。）

・受け入れに理解をしめしてくれる企業であっても、障害者だから安く値切れる、と思って仕事を頼んでくるのが現状である。

・単純作業しかできないと思われている。

・自閉症・発達障害に関する理解がないために、ちょっとした失敗で辞めさせられることもある。（例えば、パソコンでのデザインの仕事が問題なく完了したものの、完了通知を電話で通知することができずにいた人がいた。周囲のちょっとした気遣いや仕組みで解決できるものだが、健常者？の価値観だけで判断すると、彼は「仕事ができない人」となってしまい、辞める羽目になった。）

・現状は、受け入れ企業そのものがほとんどない。
<可能な仕事の種類について>

・パソコンでの作業

・デザイン

・テープ起こし

・清掃

・軽作業　など

<発達障害者（児）の就労支援について>

・発達障害に関する知識と就労に関する知識の両方の知識がないと、発達障害者（児）の就労支援は難しいはずだが、そのような両方のスキルを持った専門家はいない。

・教育から就労までの途切れのない支援が必要。

・支援対象者の早期発見のためにも、市町レベルの取り組みが重要。

５．その他、次回予定について
○若者就業サポートステーション・みえ より、資料７について説明。
　○いせコンビニネットより、いせ若者就業サポートステーションでの取組状況について説明。

以 上


